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白馬村・小谷村で使えるデジタル地域通貨『アルプスPay』の運用が始まりました
スマートフォンのアプリケーションに現金をチャージして、地域の加盟店で1ポイント＝
1円としてＱＲで決済することができます。
アルプスPayを活用して、村民割引や地域の事業者支援、住民同士の助け合いの促進など、
より良い地域の実現を目指しますので、村民や事業者の皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。詳細は紙面をご覧ください。
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基本目標

まち
安心して快適に暮らし、
社会的な豊かさを育む

しぜん
自然と共に生き、
自然の豊かさを育む

ひと
人と共に生き、
心の豊かさを育む

しごと
地域資源を活かし、
経済的な豊かさを育む

　
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想（
案
）で
は
、基
本
理
念
・

基
本
目
標
に
加
え
て
、「
白
馬
村
の
価
値
」
と
「
白
馬

村
を
愛
す
る
『
白
馬
人
』
と
し
て
大
切
に
し
た
い
心
意

気
」
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
美
し
く
住
み
や
す
い
白
馬
村
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
既
存
の
村
民
や
こ
れ
か
ら
移
住
し
て

く
る
人
、
事
業
を
営
む
方
も
含
め
て
、
白
馬
村
に
関
わ

る
全
て
の
人
々
に
理
解
を
促
し
、
世
代
や
国
籍
、
障
が

い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
や
言
語
の
壁
も
超

え
て
、
白
馬
村
を
愛
す
る
人
た
ち
が
共
生
す
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

■ 

白
馬
村
の
価
値

　
〜
み
ん
な
で
守
り
受
け
継
い
で
い
く
も
の
〜

(1)
自
然
環
境

　
雪
・
水
資
源
／
生
物
多
様
性
／
空
気
／
土
壌
な
ど

(2)
山
岳
景
観
と
田
園
風
景

　
四
季
折
々
の
北
ア
ル
プ
ス
と
里
の
田
園
風
景

(3)
地
域
の
歴
史
と
文
化

　
登
山
／
ス
キ
ー
／
民
宿
／
お
祭
り
／
長
野
五
輪
な
ど

(4)
村
民
性
と
多
様
性

　
村
民
同
士
の
支
え
合
い
／
お
も
て
な
し
精
神
／
村
民

　
の
多
様
性
・
寛
容
性
な
ど

■ 

白
馬
村
を
愛
す
る
「
白
馬
人
」
と
し
て

　 

大
切
に
し
た
い
心
意
気

　
〜
豊
か
で
幸
せ
な
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
〜

(1)
人
と
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
（
関
係
性
）

(2)
お
も
て
な
し
と
思
い
や
り
（
村
民
性
）

(3)
自
治
と
協
働

(4)
対
話
と
学
び

(5)
前
向
き
に
挑
戦
す
る
心

(6)
白
馬
を
愛
し
楽
し
む
心

第
６
次
総
合
計
画 
基
本
構
想(

案)

に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

◯ 

資
料
閲
覧
場
所

　
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は

　
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◯ 

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
・
村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
人
及
び

　
　
法
人
そ
の
他
団
体

　
・
村
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　
・
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　
・
白
馬
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

◯ 

意
見
の
提
出
方
法

　
指
定
用
紙
（
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は
白
馬
村
行

政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可
能
）
に
氏
名・住
所
・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
窓
口
持
参
（
白
馬
村
役
場
総
務
課
）

　
・
電
子
メ
ー
ル
（som

u@
vill.hakuba.lg.jp

）

　
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
２
６
１
ー
７
２
ー
７
０
０
２
）

　
・
郵
送
（
〒
３
９
９
ー
９
３
９
３
　
白
馬
村
大
字

　
　
北
城
７
０
２
５
番
地
　
白
馬
村
役
場
総
務
課 

宛
）

◯ 

意
見
提
出
期
間

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

◯ 

結
果
の
公
表

　
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
、

村
の
考
え
を
添
え
て
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

■ 

基
本
理
念
の
解
説

◯ 

行
動
指
針 

： 

共
に
生
き
、
豊
か
さ
を
育
む
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
、
白
馬

村
の
魅
力
・
価
値
に
つ
い
て
「
自
然
」
と
「
人
」

と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
、
人
と
共
に
生
き
る

こ
と
は
、
白
馬
ら
し
い
生
き
方
で
あ
り
、
健
康
や

幸
福
と
も
相
関
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、「
豊
か
さ
と
は

何
か
」
を
問
い
続
け
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
豊
か
さ
を
育

む
」
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、
自
然
の
豊
か
さ
、
心

の
豊
か
さ
、
社
会
的
な
豊
か
さ
、
経
済
的
な
豊
か

さ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
い
く
こ

と
を
行
動
指
針
と
し
て
定
め
ま
す
。

◯ 

将
来
像 

： 

支
え
合
い
と
幸
せ
が
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　 - Best Living V

illage -

　
住
民
同
士
の
共
助
や
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し

な
ど
温
か
い
人
柄
と
、
人
々
の
関
係
性
や
多
様
性

が
白
馬
村
の
価
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
民
憲
章

に
「
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
謳
っ

て
い
る
も
の
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
で
「
住
み
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
観
光

振
興
に
よ
り
地
域
住
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る

地
域
を
実
現
し
、「
ベ
ス
ト・ツ
ー
リ
ズ
ム・ビ
レ
ッ

ジ
」
と
「
ベ
ス
ト
・
リ
ビ
ン
グ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
の

両
立
を
目
指
し
ま
す
。

※

基
本
理
念
（
将
来
像
・
行
動
指
針
）
は
、
村
民
・

事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
事
業
や
活

動
の
判
断
基
準
と
し
て
常
に
意
識
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

お問合せ　白馬村役場 総務課　電話：0261-72-7002

＜ 基本理念 ＞

共に生き、豊かさを育む。
支え合いと幸せがめぐる - Best Living Village -

白馬村第６次総合計画　基本構想 (案 )を策定しました
　白馬村では、今後 10年間のまちづくりの基本的な方針を定める「第６次総合計画」の策定に取り組んでいます。
　昨年度から今年度にかけて、アンケートや地区懇談会、ワークショップ等で村民の皆様のご意見を聴きながら、
多様な委員で構成する計画審議会で意見を交わしてきました。
　このたび、基本構想 (案 ) を取りまとめましたので、皆さんにお知らせします。

　白馬村の財産は、豊かな自然環境と、この地に住む私たち村民です。
　豊富で良質な水資源や固有種・希少種も含めた生物多様性等の豊かな自然環境、雄大な山岳景観と里山の田園
風景、そして白馬村民の暮らしの営みの中で育まれてきた歴史や文化、村民性は、白馬村の象徴となっています。
自然と共に生きること、そして人々と共に生きることは、これまでも、これからも、白馬村民の大切な価値観です。
自然環境の豊かさも、心の豊かさも、人とのつながりなどの社会的な豊かさも、経済的な豊かさも、みんなで育み、
みんなで享受・共有することが、村民の幸せにつながります。
　また、白馬村では、地域住民による共同作業や民宿文化が根付き、思いやり支え合う関係性や、白馬村を訪れ
る人々をあたたかく迎え入れるおもてなしの精神を大切にしてきました。さらに、昭和から平成、そして令和に
かけて、人々の移動が活発・広範になり、国内外からの移住者や季節労働者も増加する中で、「村民の多様性」も
白馬村の特徴となりつつあります。一方で、価値観の多様化等により地域の絆の希薄化や伝統・文化の継承が難
しい状況も生じてきています。価値観や文化が違ってもお互いを理解・尊重し合い、対話と学び、寛容性も大切
にしながら、移住者・来訪者にも地域の歴史や文化の理解を促し、支え合い共に生きることで感謝や幸せが循環
する村を目指します。
　変化が激しく未来の予想が難しい時代を迎えている今、この先の 10年間を見据え、量よりも質を重視し、安定
的でゆるやかな成長や持続可能な地域を次世代に受け継いでいくことが求められています。白馬村は、2023年（令
和 5年）に国連世界観光機関の「Best Tourism Villages」に選定され、観光的な側面から高い評価を受けました。
さらに一歩進んで、村民一人ひとりが白馬村での暮らしを存分に楽しみながら、豊かで幸せに暮らし続けられる
「Best Living Village」を実現することで、「白馬村に住み続けたい」と思う人や、「白馬村に帰ってきたい」と思
う子どもたちを増やしていきます。

2



基本目標

まち
安心して快適に暮らし、
社会的な豊かさを育む

しぜん
自然と共に生き、
自然の豊かさを育む

ひと
人と共に生き、
心の豊かさを育む

しごと
地域資源を活かし、
経済的な豊かさを育む

　
第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想（
案
）で
は
、基
本
理
念
・

基
本
目
標
に
加
え
て
、「
白
馬
村
の
価
値
」
と
「
白
馬

村
を
愛
す
る
『
白
馬
人
』
と
し
て
大
切
に
し
た
い
心
意

気
」
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
り
美
し
く
住
み
や
す
い
白
馬
村
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
、
既
存
の
村
民
や
こ
れ
か
ら
移
住
し
て

く
る
人
、
事
業
を
営
む
方
も
含
め
て
、
白
馬
村
に
関
わ

る
全
て
の
人
々
に
理
解
を
促
し
、
世
代
や
国
籍
、
障
が

い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
文
化
や
言
語
の
壁
も
超

え
て
、
白
馬
村
を
愛
す
る
人
た
ち
が
共
生
す
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

■ 

白
馬
村
の
価
値

　
〜
み
ん
な
で
守
り
受
け
継
い
で
い
く
も
の
〜

(1)
自
然
環
境

　
雪
・
水
資
源
／
生
物
多
様
性
／
空
気
／
土
壌
な
ど

(2)
山
岳
景
観
と
田
園
風
景

　
四
季
折
々
の
北
ア
ル
プ
ス
と
里
の
田
園
風
景

(3)
地
域
の
歴
史
と
文
化

　
登
山
／
ス
キ
ー
／
民
宿
／
お
祭
り
／
長
野
五
輪
な
ど

(4)
村
民
性
と
多
様
性

　
村
民
同
士
の
支
え
合
い
／
お
も
て
な
し
精
神
／
村
民

　
の
多
様
性
・
寛
容
性
な
ど

■ 

白
馬
村
を
愛
す
る
「
白
馬
人
」
と
し
て

　 

大
切
に
し
た
い
心
意
気

　
〜
豊
か
で
幸
せ
な
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
〜

(1)
人
と
の
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
（
関
係
性
）

(2)
お
も
て
な
し
と
思
い
や
り
（
村
民
性
）

(3)
自
治
と
協
働

(4)
対
話
と
学
び

(5)
前
向
き
に
挑
戦
す
る
心

(6)
白
馬
を
愛
し
楽
し
む
心

第
６
次
総
合
計
画 

基
本
構
想(

案)

に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

◯ 

資
料
閲
覧
場
所

　
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は

　
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◯ 

意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
・
村
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　
・
村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
人
及
び

　
　
法
人
そ
の
他
団
体

　
・
村
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

　
・
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　
・
白
馬
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

◯ 

意
見
の
提
出
方
法

　
指
定
用
紙
（
白
馬
村
役
場
総
務
課
ま
た
は
白
馬
村
行

政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可
能
）
に
氏
名・住
所
・

電
話
番
号
・
意
見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
窓
口
持
参
（
白
馬
村
役
場
総
務
課
）

　
・
電
子
メ
ー
ル
（som

u@
vill.hakuba.lg.jp

）

　
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０
２
６
１
ー
７
２
ー
７
０
０
２
）

　
・
郵
送
（
〒
３
９
９
ー
９
３
９
３
　
白
馬
村
大
字

　
　
北
城
７
０
２
５
番
地
　
白
馬
村
役
場
総
務
課 

宛
）

◯ 

意
見
提
出
期
間

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
25
日
ま
で

◯ 

結
果
の
公
表

　
提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
、

村
の
考
え
を
添
え
て
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
。

■ 

基
本
理
念
の
解
説

◯ 

行
動
指
針 

： 

共
に
生
き
、
豊
か
さ
を
育
む
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
、
白
馬

村
の
魅
力
・
価
値
に
つ
い
て
「
自
然
」
と
「
人
」

と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
と
共
に
生
き
る
こ
と
、
人
と
共
に
生
き
る

こ
と
は
、
白
馬
ら
し
い
生
き
方
で
あ
り
、
健
康
や

幸
福
と
も
相
関
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、「
豊
か
さ
と
は

何
か
」
を
問
い
続
け
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
第
６
次
総
合
計
画
で
は
、「
豊
か
さ
を
育

む
」
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
、
自
然
の
豊
か
さ
、
心

の
豊
か
さ
、
社
会
的
な
豊
か
さ
、
経
済
的
な
豊
か

さ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
育
ん
で
い
く
こ

と
を
行
動
指
針
と
し
て
定
め
ま
す
。

◯ 

将
来
像 

： 

支
え
合
い
と
幸
せ
が
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　 - Best Living V

illage -

　
住
民
同
士
の
共
助
や
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し

な
ど
温
か
い
人
柄
と
、
人
々
の
関
係
性
や
多
様
性

が
白
馬
村
の
価
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
村
民
憲
章

に
「
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
謳
っ

て
い
る
も
の
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
で
「
住
み
に
く
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
観
光

振
興
に
よ
り
地
域
住
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る

地
域
を
実
現
し
、「
ベ
ス
ト・ツ
ー
リ
ズ
ム・ビ
レ
ッ

ジ
」
と
「
ベ
ス
ト
・
リ
ビ
ン
グ
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
の

両
立
を
目
指
し
ま
す
。

※

基
本
理
念
（
将
来
像
・
行
動
指
針
）
は
、
村
民
・

事
業
者
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
事
業
や
活

動
の
判
断
基
準
と
し
て
常
に
意
識
す
る
も
の
と
し

ま
す
。

お問合せ　白馬村役場 総務課　電話：0261-72-7002

＜ 基本理念 ＞

共に生き、豊かさを育む。
支え合いと幸せがめぐる - Best Living Village -

白馬村第６次総合計画　基本構想 (案 )を策定しました
　白馬村では、今後 10年間のまちづくりの基本的な方針を定める「第６次総合計画」の策定に取り組んでいます。
　昨年度から今年度にかけて、アンケートや地区懇談会、ワークショップ等で村民の皆様のご意見を聴きながら、
多様な委員で構成する計画審議会で意見を交わしてきました。
　このたび、基本構想 (案 ) を取りまとめましたので、皆さんにお知らせします。

　白馬村の財産は、豊かな自然環境と、この地に住む私たち村民です。
　豊富で良質な水資源や固有種・希少種も含めた生物多様性等の豊かな自然環境、雄大な山岳景観と里山の田園
風景、そして白馬村民の暮らしの営みの中で育まれてきた歴史や文化、村民性は、白馬村の象徴となっています。
自然と共に生きること、そして人々と共に生きることは、これまでも、これからも、白馬村民の大切な価値観です。
自然環境の豊かさも、心の豊かさも、人とのつながりなどの社会的な豊かさも、経済的な豊かさも、みんなで育み、
みんなで享受・共有することが、村民の幸せにつながります。
　また、白馬村では、地域住民による共同作業や民宿文化が根付き、思いやり支え合う関係性や、白馬村を訪れ
る人々をあたたかく迎え入れるおもてなしの精神を大切にしてきました。さらに、昭和から平成、そして令和に
かけて、人々の移動が活発・広範になり、国内外からの移住者や季節労働者も増加する中で、「村民の多様性」も
白馬村の特徴となりつつあります。一方で、価値観の多様化等により地域の絆の希薄化や伝統・文化の継承が難
しい状況も生じてきています。価値観や文化が違ってもお互いを理解・尊重し合い、対話と学び、寛容性も大切
にしながら、移住者・来訪者にも地域の歴史や文化の理解を促し、支え合い共に生きることで感謝や幸せが循環
する村を目指します。
　変化が激しく未来の予想が難しい時代を迎えている今、この先の 10年間を見据え、量よりも質を重視し、安定
的でゆるやかな成長や持続可能な地域を次世代に受け継いでいくことが求められています。白馬村は、2023年（令
和 5年）に国連世界観光機関の「Best Tourism Villages」に選定され、観光的な側面から高い評価を受けました。
さらに一歩進んで、村民一人ひとりが白馬村での暮らしを存分に楽しみながら、豊かで幸せに暮らし続けられる
「Best Living Village」を実現することで、「白馬村に住み続けたい」と思う人や、「白馬村に帰ってきたい」と思
う子どもたちを増やしていきます。

3
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令
和
７
年
度
の
白
馬
村
表
彰
式
が
11
月
3
日

（
文
化
の
日
）に
白
馬
村
役
場
で
行
わ
れ
、村
の

発
展
の
た
め
各
界
に
功
績
の
あ
っ
た
15
名
に
賞

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

被表彰者の主な功績

自治功労
津
つ た き

滝 俊
と し ゆ き

幸 様 平成25年５月５日から令和７年５月４日まで３期12年にわたり村議会議員を
務め、副議長を歴任され本村自治発展に尽力された。

加
か と う

藤 亮
りょうすけ

輔 様 平成25年５月５日から令和７年５月４日まで３期12年にわたり村議会議員を
務め、総務社会委員会委員長を歴任され本村自治発展に尽力された。

教育功労 幅
は ば し た

下　 守
まもる

 様
学校教育指導員兼教育相談員として平成27年から３年間、白馬村教育長職務代
理として平成29年から２期８年間、白馬村教育委員会に在籍し、幅広い人脈を
活かして将来を担う子どもたちの学校教育と社会教育に尽力された。

体育功労 山
や ま ぎ し

岸　 忠
ただし

 様
平成25年から令和６年まで６期12年にわたり白馬村スポーツ協会の会長副会
長を務め、村民の体力向上を図り、生涯を通じたスポーツ活動の普及に多大な
貢献をされた。

保健衛生
功労 宮

み や ぎ
城　 彰

あきら
 様 平成13年から神城醫院・白馬メディアの常勤医師・管理者として地域医療・介護、

保健衛生に多大な貢献をされた。

技能功労

浜
は ま む ら 　 と し ひ こ

村 敏 彦 様 平成２年４月に中信エンジニヤリング株式会社に入社以来、35年にわたって配
管設備工事業に従事し、技術を練磨、本村の産業育成に多大な貢献をされた。

塩
し お じ ま 　 じ ろ う

嶋 次 郎 様 家業である塩嶋理容室を受け継ぎ、42年にわたって理容業に従事し、常にお客
様を大切にしながら技術を練磨、本村の産業育成に多大な貢献をされた。

深
ふ か さ わ 　 み つ お

澤 光 男 様 昭和61年10月に八方尾根開発株式会社に入社以来、索道一筋38年勤務し、技
術を練磨、後進の育成に注力するなど、本村の産業発展に尽力された。

下
し も か わ 　 ま さ ゆ き

川 昌 之 様 昭和58年９月に信州塩嶺高原開発株式会社に入社以来、索道一筋41年勤務し、
技術を練磨、後進の育成に注力するなど、本村の産業発展に尽力された。

太
お お た 　 と き お

田 時 男 様 昭和45年４月に白馬観光開発株式会社に入社以来、54年にわたって調理師と
して技術を練磨、後進の育成に注力するなど、本村の産業発展に尽力された。

学術功労 白
はくば・やまとすきーのそうごうしりょうかん

馬・山 と ス キ ー
の 総 合 資 料 館 様

平成21年６月に開館以来、山とスキーの歴史を後世に伝えて、地域文化の保存
と振興に尽力し、本村の学術向上に多大な貢献をされた。

感謝状

協
きょうわかいうんかぶしきがいしゃ

和海運株式会社 様
白馬国際音楽祭の創設当初から現在に至るまで、30年近くにわたって地域住民
および来訪者に高水準の音楽体験を提供し、地域文化の発展に多大な貢献をさ
れた。

安
あ だ ち 　 よ し こ

達 佳 子 様 白馬村に対して多額の寄附をし、白馬村の発展、魅力ある村づくりに多大な貢
献をされた。

間
ま の

野 敏
と し お

男 様
「白馬スノーハープクロスカントリー大会」において、27回にわたって大会ゲス
トランナーとして日本のトップランナーの走りを披露し、大会の定着に多大な
貢献をされた。

酒
さ か い 　 ひ ろ ふ み

井 浩 文 様
「白馬スノーハープクロスカントリー大会」において、24回にわたって大会ゲス
トランナーとして日本のトップランナーの走りを披露し、大会の定着に多大な
貢献をされた。

令
和
７
年
度　

白
馬
村
定
例
表
彰
式

白
馬
村
・
小
谷
村
の
地
域
通
貨

「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ｣ 

が
始
ま
り
ま
し
た

　
11
月
17
日
か
ら
「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」
の

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に「
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
」

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
い
た
だ
き
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
す
る
と
、
地
域
の
加
盟
店
で
１
ポ

イ
ン
ト
１
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
決

済
金
額
の
１
％
を
ポ
イ
ン
ト
還
元
し
ま
す
）

　
地
域
経
済
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

村
民
と
事
業
者
が
支
え
合
い
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
導
入
す
る
も
の
で
す

の
で
、
多
く
の
村
民
と
事
業
者
の
皆
様
の
ご

利
用
・
加
盟
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ア
ル
プ
ス
Ｐ
ａ
ｙ
を
利
用
で
き
る
加
盟
店

に
つ
い
て
は
、
ア
プ
リ
ま
た
は
白
馬
村
行
政

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま

す
。

　

　
ア
プ
リ
登
録
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
村
民
認
証
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
（
先
着
２
０
０
０
名
）
に
、
ア
ル
プ
ス
Ｐ

ａ
ｙ
２
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
今
後
、
村
民
限
定
の
割
引
・
ク
ー
ポ
ン
配

布
等
も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
お

早
め
に
ア
プ
リ
登
録
と
村
民
認
証
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

■
村
民
認
証
の
手
順

　
ア
プ
リ
登
録
後
、「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」か
ら「
本

人
確
認
を
行
う
」を
タ
ッ
プ
し
て
、パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
か
ざ
す
と
認
証
が
完
了
し

ま
す
。

お問合せ　白馬村役場 総務課　電話：0261-72-7002

加盟店一覧

村民認証で
2,000ポイント
プレゼント
1 月 15日まで

間野
敏男 様

深澤
光男 様

下川
昌之 様

塩嶋　
次郎 様

白馬・山とスキーの
総合資料館 様

太田
時男 様

酒井
浩文 様

浜村
敏彦 様

山岸
忠 様

加藤
亮輔 様

津滝
俊幸 様

幅下
守 様

宮城彰 様
代理

太田議長丸山村長

協和海運
株式会社 様
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1 月 15日まで



6

村職員人事行政の運営状況をお知らせします

●職員の研修の状況� （令和6年度）
区分 研修内容 修了者数

職員全体研修 ホスピタリティ研修（接遇） 29人
職員全体研修 DX 研修 29人
職員全体研修 法制執務入門研修 23人

長野県市町村職員研修
センター等研修

各種研修
（一般職員研修、ヘビークレーム研

修、人事評価研修等）
147人

●職員の分限及び懲戒処分の状況� （令和6年度）
区分 人数

分限区分※1 0人
懲戒区分※2 0人

※1　�職員が職責を十分に果たせない場合に、公務の能率維持などを目的として
行う、降任、免職、休職、降給の処分

※2　�職員の義務違反などがある場合に、公務における規律と秩序維持を目的と
して行う、戒告、減給、停職、免職の処分

●職員の人事評価の状況
地方公務員法の改正により、平成28年度から人事評価制度が法

律上の制度として義務付けられました。人事評価は、任用、給与、
分限その他の人事管理の基礎として活用するため、公正かつ定期
的に行わなければならないこととされています。

本村においても、「白馬村職員人事評価実施規程」により、評価
基準の明示や評価結果の本人への開示などの仕組みを導入し、評
価の観点として「能力評価」と「業績評価」の両面から評価して、
人事管理の基礎とすることを定めています。

取組状況としては、公正な評価の確保のために評価者を対象と
した研修会を実施しており、処遇反映については、令和５年12月
の勤勉手当及び令和６年１月の昇給から行っています。

※職員手当には退職手当を含みません。
※一般会計上の職員数のため、全職員数と異なります。

区分
職員数 給与費 1人当たり

給与費

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）

令和
7年度 93 3億3,570万

2千円
6,907万
8千円

1億3,509万
7千円

5億3,987万
7千円 580万5千円

▼職員給与費（一般会計予算）

▼福利厚生事業
地方公務員法第４２条に基づく職員の保健、元気回復その他厚

生事業に関する事項を実施するため、福利厚生のための団体「白
馬村職員互助会」を条例に基づき設置し独自事業を実施するとと
もに、「長野県市町村職員互助会」への事業委託により福利厚生事
業を実施しています。

村職員は互助会会費として給料月額の1,000分の4.8に相当する
額（令和６年度208万3千円）を納め、村からは互助会負担金とし
て給料月額の1,000分の2.3に相当する額等（令和６年度121万1
千円）を負担しています。
※�上記会費の内給料月額の1,000分の2.8（令和６年度122万8千円）を

個人会費として、また上記負担金の内給料月額の1,000分の2.3（令和６
年度100万9千円）を負担金として長野県市町村職員互助会に納めてい
ます。

※�互助会には白馬村社会福祉協議会及び白馬山麓事務組合職員も加入し
ており、上記の会費・負担金からは省いて計上してあります。

※1　議会、総務、税務、労働、農林水産、商工、土木、民生、衛生の職員総数
※2　教育委員会に係る職員数
※3　国民健康保険事業、下水道事業、水道事業などの職員総数
※合計欄の「定数」は白馬村職員定数条例に規定する定数

●職員の任免および職員数の状況
▼部門別職員数の状況と主な増減理由� （各年4月1日現在）

部門 令和7年度 
職員数

令和6年度 
職員数 前年比 増減理由

一般行政※1 76人 81人 　△5人 職員の退職

教育※2 14人 14人 　0人 増減無し

公営企業等※3 10人 9人 　1人
水道技術系会計年
度任用職員を正職

員として採用
合計

（定数）
100人

（115人）
104人

（115人） △4人

●�職員の服務の状況／職員の勤務時間その他勤務状況／職員
の休業に関する状況

▶�勤務時間　午前8時30分から17時15分（週38時間45分）　
　※休憩時間は正午から13時です。

▶年次休暇の取得状況（令和6年中）平均12.8日
▼育児休業の取得状況� （令和7年4月1日現在）

区分 1年未満 1年以上 2年未満 2年以上 3年未満
男性 1人 0人 0人
女性 1人 1人 0人

※議員報酬、委員報酬、特別職報酬等を含みます。

●職員の給与の状況
▼人件費（一般会計決算）

区分 住民基本台帳
人口 歳出額 人件費 人件費率

令和6年度 R7.3.31現在
8,908人

77億2,699万
9千円

10億6,743万
6千円 13.8％

●職員の福祉及び利益の保護の状況
▼健康診断などの実施状況� （令和6年度）

区 分 人数など
健康診断受診者数 70 人

人間ドック受診者数 30 人
がん検診受診者数 10 人

公務・通勤災害の認定数  2 件
不利益処分に関する不服申し立て  0 件

▼採用及び退職の状況� （各年4月1日現在）
区分 令和7年度 令和6年度

採用

新規採用（前年度中の採用者を含む） 4人 8人
新規再任用 1人 0 人

育休代替職員の臨時的任用 1人 2 人
計 6人 10 人

退職等

定年退職  1 人
自己都合  5 人

再任用職員の再度任用無し  2 人
育休代替職員の任用終了  2 人

計 10 人

村の人事行政を村民の皆さんに理解していただくために、「白馬村人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数や給与、服務などの状況について公表します。
※白馬村行政公式ホームページ（URL　http://www.vill.hakuba.lg.jp/）でも公開しています。

（令和 7 年度　給与実態調査より）
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※�給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外手当などの諸手
当を加えた額です。※国の平均給与月額及び平均年齢は、国家公務員
給与等実態調査より抜粋しております。

区分 一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

白馬村 31万2千円 36万7千円 41.3歳
国 33万2千円 41万4千円 41.9歳

▼職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢
� （令和7年4月1日現在）

区分 白馬村

一般行政職 大学卒 220,000円
高校卒 188,000円

▼職員の初任給� （令和7年4月1日現在）

区分 月額 期末手当
村長 696,000円

 6月期　1.725月分
12月期　1.725月分
　計　　 3.450月分

副村長 591,000円
議長 304,000円

副議長 240,000円
議員 216,000円

▼特別職給料、議員報酬の状況� （令和7年4月1日現在）

●職員の手当の状況／職員の退職管理の状況
▼期末手当、勤勉手当� （令和7年4月1日現在）

区　　　
分

支給割合
計6 月期 12 月期

期末 勤勉 期末 勤勉
4 級以下 1.25

月分
1.05
月分

1.25
月分

1.05
月分 4.60 月分

5 級以上 1.05
月分

1.25
月分

1.05
月分

1.25
月分 4.60 月分

▼退職手当� （令和7年4月1日現在）

区分
支給割合

20 年
勤続の者

25 年
勤続の者

35 年
勤続の者

その他の
加算措置

支給率等 24.586875
月分

33.27075
月分

47.709
月分

定年前早期退職
特例措置

（3％～ 45％）
国の制度

（支給率等）
24.586875

月分
33.27075

月分
47.709

月分
定年前早期退職

特例措置
（3％～ 45％）

▼その他の主な手当� （令和7年4月1日現在）
区分 支給内容

扶養手当
〇扶養親族たる子／1人につき月額11,500円（16歳～22歳は5,000円加算）
〇扶養親族たる配偶者／1人につき月額3,000円
〇上記以外の扶養親族／1人につき月額6,500円

寒冷地手当
（11 月～翌年 3 月）

〇世帯主である職員で扶養親族のある者／月額19,800円
〇世帯主である職員で上記以外の者／月額11,400円
〇その他の職員／月額8,200円

住居手当 〇住宅（貸間を含む）の借り受け、家賃月額が16,000円を超え27,000円以下の場合／月額上限11,000円
〇住宅（貸間を含む）を借り受け、家賃月額が27,000円を超える場合／月額上限28,000円

通勤手当 〇交通機関等利用の場合／通勤に要する運賃相当額（月額上限150,000円）
〇交通用具使用者の場合／片道2ｋｍ以上で月額2,300円から（上限は片道60ｋｍ以上の場合で月額31,600円）

管理職手当

部局 職 支給額

村長部局

総務課長 50,800 円
参事兼課長 46,900 円
総務課長以外の課長又は会計室長 43,100 円
保健福祉ふれあいセンター所長 43,100 円
総務課長補佐 39,100 円

企業職員 事務局長 43,100 円
選挙管理委員会事務局 事務局長 43,100 円
議会事務局 事務局長 43,100 円
監査委員事務局 事務局長 43,100 円
農業委員会事務局 事務局長 43,100 円
教育委員会事務局 事務局長 43,100 円
※村長部局の課長と行政委員会の事務局と兼務している場合は一の管理職手当のみ支給

特殊勤務手当

〇伝染病防疫手当　　　　1 回 1,000 円
〇危険作業手当　　　　　1 回 1,000 円
〇行旅病人取扱手当　　　1 件 1,000 円
〇行旅死亡人取扱手当　　1 件 3,000 円
〇野犬捕獲手当　　　　　1 回　 500 円
〇有害鳥獣駆除手当　　　1 回 1,000 円

▼時間外・休日出勤手当（令和6年度一般会計決算）
区分 金額

支給実績 1,956 万 9 千円
職員一人当たりの平均 18 万 8 千円

▼一般行政職の級別職員状況� （令和7年4月1日現在）
級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的
職務名 主事 主任 主査・

主幹
係長・

課長補佐 課長 課長・
参事

職員数 12 人 5 人 13 人 19 人 10 人 2 人
構成比 19.7％ 8.2％ 21.3％ 31.1％ 16.4％ 3.3％

※�一般行政職とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職などを除いたものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職名です。
※再任用職員を除いた職員数です。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話： 0261-72-7002

（令和 7 年度　給与実態調査より）
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い
わ
ゆ
る「
年
収
の
壁
」に
関
す
る
令
和
７
年
度
税
制
改
正
の
主
な
内
容

「
物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の
調
整
及
び
就
業
調
整
へ
の
対
応
」と
し
て
、所
得
税（
国
税
）と
住
民
税（
村
県
民
税
）の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
後
の
制
度
は
、令
和
７
年
中（
令
和
７
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）の
収
入
に
つ
い
て
、令
和
７
年
分
所
得
税
及
び
令
和
８
年
度
分
住
民
税
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
、非
課
税
と
な
る
収
入
の

上
限
が
変
わ
り
ま
す
。

① �

所
得
税
の
基
礎
控
除
額
が
、48
万
円
か
ら
最
大
95
万

円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

② �

所
得
税
と
住
民
税
の
給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額

が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

控
除
対
象
と
な
る
大
学
生
年
代
の
子
等
に
係
る

収
入
要
件
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
等
に
よ
り
収
入
を
得
て
い
る
大
学
生
年

代（
19
歳
以
上
23
歳
未
満
）の
子
等
に
つ
い
て
、

① �

扶
養
控
除（
特
定
扶
養
親
族
）が
適
用
さ
れ
る
合
計
所

得
金
額
の
上
限
が
、58
万
円（
給
与
収
入
に
換
算
す
る

と
１
２
３
万
円
）に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た（
現
行
：

48
万
円
、給
与
収
入
に
換
算
す
る
と
1
0
3
万
円
）

② �

①
の
上
限
を
超
え
た
場
合
で
も
、合
計
所
得
金
額

１
２
３
万
円（
給
与
収
入
に
換
算
す
る
と
１
８
８
万
円
）

ま
で
は
親
等
が
控
除
を
受
け
ら
れ
る
新
た
な
仕
組
み

が
導
入
さ
れ
ま
し
た（
控
除
額
は
段
階
的
に
減
少
）

控
除
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
収
入
要
件
が
変
わ

り
ま
す
。

　
パ
ー
ト
等
で
給
与
収
入
を
得
て
い
る
配
偶
者
に
つ
い
て
、

① �

配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
合
計
所
得
金
額
の
上
限

が
、58
万
円（
給
与
収
入
に
換
算
す
る
と
１
２
３
万
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た（
現
行
：
48
万
円
、給
与
収

入
に
換
算
す
る
と
1
0
3
万
円
）

② �

給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
が
65
万
円（
現
行
：

55
万
円
）に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、配
偶
者

特
別
控
除
の
適
用
時
、配
偶
者
控
除
と
同
額
の
控
除

が
受
け
ら
れ
る
給
与
収
入
の
上
限
が
１
６
０
万
円
と

な
り
ま
し
た（
現
行
：
１
５
０
万
円
）
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お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
分
青
色
決
算
説
明
会
の
ご
案
内

（
個
人
事
業
主
の
皆
様
へ
）

　
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の
方
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に

当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
青
色
申
告
会
の
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
北
小
学
校
体
育
館
横
に
あ
る
大
小
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
台
は
、昭
和
43
年
12
月

に
、当
時
の
P
T
A
中
心
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。毎
年
児
童
は
そ
の
２
つ
の
ジ
ャ

ン
プ
台
を
使
い
、ジ
ャ
ン
プ
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、2
0
2
1
年
以
降
、老

朽
化
に
よ
る
耐
久
性
の
問
題
か
ら
、小
ジ
ャ
ン
プ
台
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。昨
年
度
の
４
年
生（
今
年
度
５
年
生
）が
、低
学
年
に
も
ジ
ャ
ン
プ
学
習

に
十
分
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら『
小
ジ
ャ
ン
プ

台
直
し
隊
』を
立
ち
上
げ
、様
々
な
募
金
活
動
な
ど
を
し
て
修
繕
費
用
を
集
め
て

き
ま
し
た
。今
年
度
に
な
り
５
年
生
か
ら
思
い
を

託
さ
れ
た
P
T
A
を
中
心
に
改
修
に
向
け
て
の

検
討
を
重
ね
、夏
か
ら
小
ジ
ャ
ン
プ
台
の
解
体
と

建
築
が
始
ま
り
、11
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

　
完
成
に
あ
た
り
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、小
ジ
ャ

ン
プ
台
の
お
披
露
目
と
し
て
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】12
月
20
日（
土
曜
日
）　
雨
天
決
行　
13
時
か
ら
15
時

【
場
所
】白
馬
北
小
学
校
体
育
館　
及
び　
ジ
ャ
ン
プ
台
周
辺

【
内
容
】�５
年
生
児
童
に
よ
る
ジ
ャ
ン
プ
台
の
歴
史
紹
介
、ジ
ャ
ン
プ
学
習
の
紹
介
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。参
加
希
望
の
方
は
、白
馬
北
小
学
校
体
育
館
ま

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ご
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、下
記
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
税
庁
で
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
国
税
庁
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
内
の
再

生
リ
ス
ト
「
記
帳
・
決
算
の
し
か
た
」

に
お
い
て
、
記
帳
の
方
法
に
つ
い
て

解
説
し
た
動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
新
た
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た

方
や
、
記
帳
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お問合せ　大町税務署（担当：個人課税部門）　電話：0261-22-0674

お問合せ　白馬北小学校　電話：0261-72-2029

対象となる方 開催日 開催時間 開催会場 対象地区 留意事項

事業所得を
有する

青色申告者

12月4日
(木曜日)

１3時30分
から

15時30分

小谷村
商工会館

小谷村 
白馬村

【先着順】各会場30名
　定員に達した場合には、ご参加い
ただけない場合がありますのであら
かじめご了承ください。

農業所得を
有する 

青色申告者

12月5日
(金曜日)

13時30分
から

15時30分

JAアプロード2階
オーロラホール 
（大町市）

全市町村

【要事前予約制】
　12月４日(木曜日)16時までにお
電話でご予約願います。

【連絡先】
　大町税務署　個人課税部門
　0261-22-0674

説明動画は
こちら

国税庁ホームページで
作成する方は、コチラ
www.nta.go.jp

スマホで作成する
方は、コチラ

おうちで作成 ネットで申告

検索確定申告

白
馬
北
小
学
校　

小
ジ
ャ
ン
プ
台
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
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９
月
27
日（
土
曜
日
）に
建
物
の
解
体
に
伴
い
、こ
れ
ま
で
の
思
い
出

に
感
謝
を
込
め
て「
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
お
別
れ
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、支
援
ル
ー
ム
利
用
者
や
卒
園
児
、

保
護
者
、旧
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
建
物
内
で
は
、50
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
歴
代
の
卒
園
記
念

写
真
や
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
の
展
示
、ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、お
別
れ
メ
ッ

セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
、ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、懐
か
し
い
思
い

出
に
浸
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
い
ホ
ー
ル
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、み

ん
な
で
リ
ズ
ム
遊
び
や
白
馬
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
手
遊
び
、「
ビ
リ
ー
ブ
」の

大
合
唱
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に

包
ま
れ
、当
時
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
よ
う
な
温
か
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
最
後
は
、園
庭
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
を
飛
ば
し
、こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
新
し

い
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
へ
の
願
い
を
込
め
て
空
へ
と
見
送
り
ま
し
た
。

き
っ
と
新
し
い
施
設
と
し
て
、ま
た
多
く
の
笑
顔
が
生
ま
れ
る
場
所
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。お
忙
し
い
中
ご
来
場
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
に
、東
京
都
立
川
市
で
第
1
0
2
回
東
京
箱

根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
の
出
場
権
を
か
け
た
予
選
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
か
ら
国

営
昭
和
記
念
公
園
ま
で
の
、２
１・0
9
7
5
km
の
コ
ー

ス
で
実
施
さ
れ
た
予
選
会
に
は
42
大
学
が
出
場
。本
戦
に

は
前
回
大
会
で
シ
ー
ド
権
の
与
え
ら
れ
た
上
位
10
校
に

加
え
、こ
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
10
校
と
関
東
学
生
連

合
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

　
花
岡
寿
哉
選
手（
白
馬
中
→

上
田
西
高
→
東
海
大
）は
東
海

大
学
主
将
と
し
て
出
場
し
、日

本
人
4
位
、全
体
で
も
11
位
の

快
走
で
ゴ
ー
ル
。東
海
大
学
も

5
位
に
入
り
、チ
ー
ム
は
見
事

2
年
ぶ
り
52
回
目
と
な
る
本

戦
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

花
岡
選
手
の
新
年
本
戦
で

の
快
走
も
期
待
さ
れ
ま
す
！

　

白
馬
村
で
は
、公
益
財
団
法
人

長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
の
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

「
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
」

を
活
用
し
て
、白
馬
村
消
防
団
活

動
に
使
用
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

白
馬
村
消
防
団
は
、今
回
整
備

し
た
資
機
材
を
活
用
し
て
よ
り
一

層
白
馬
村
の
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
防
災
活
動
に
励
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
ル
ー
ム
お
別
れ
会
を

開
催
し
ま
し
た

東
海
大
学（
白
馬
村
出
身
花
岡
選
手
所
属
）が

箱
根
駅
伝
に
出
場
し
ま
す

消
防
団
活
動
資
機
材

を
整
備
し
ま
し
た

お問合せ　白馬村子育て支援ルーム　電話 :0261-72-3025

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村教育委員会　生涯学習スポーツ課　電話：0261-72-8770
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第
40
回　

白
馬
村
の
農
林
業　
（
ク
マ
・
サ
ル
対
策
）

全
国
的
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。当
村
で
も
、

ク
マ・サ
ル
の
目
撃
情
報
が
増
加
傾
向
で
す
。人
口
減
少
や
森
林
の
手
入

れ
不
足
、耕
作
放
棄
地
増
加
、温
暖
化
、ド
ン
グ
リ
不
作
等
の
複
数
要
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ク
マ・サ
ル
対
策
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．ク
マ

（
１
）�防
災
無
線
等
に
よ
る
周
知

　
ク
マ
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、防
災
は
く
ば（
無
線
）、白
馬

村
防
災
ナ
ビ（
ア
プ
リ
）、白
馬
村
公
式
L
I
N
E
、メ
ー
ル
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。内
容
は
、日
時
、地
区
、お
お
よ
そ
の
出

没
場
所
で
す
。目
撃
情
報
が
早
朝
や
夜
の
場
合
、防
災
無
線
は
控
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。白
馬
村
公
式
L
I
N
E
で
は
、ク
マ
出
没
マ
ッ
プ
を
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
。

（
２
）パ
ト
ロ
ー
ル
、追
い
払
い

　
周
知
後
、鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊（
猟
友
会
、農
政
課
）、警
察
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
や
追
い
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
３
）捕
獲

　
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お

り
ク
マ
も
対
象
で
す
。捕
獲
は
県
知
事
の
許
可
が
必

要
な
た
め
、出
没
状
況
に
よ
り
、都
度
、知
事
へ
申
請

し
て
い
ま
す
。

　
現
場
の
状
況
に
よ
り
、住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、

緊
急
捕
獲
、（
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の

特
例
に
関
す
る
条
例
）、警
察
官
職
務
執
行
法
、緊
急

避
難（
刑
法
第
37
条
第
1
項
）等
を
根
拠
に
し
た
捕
獲

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
４
）�白
馬
村
ク
マ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
実
施
計
画

　
ク
マ
と
人
の
緊
張
感
あ
る
共
存
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。計
画
開
始
日
は
令
和
7

年
6
月
20
日
で
す
。土
地
利
用
状
況
か
ら
4
つ
の
地

域
区
分
設
定
を
行
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に
取
り
組
み
、

計
画
に
基
づ
き
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
．サ
ル

（
１
）G
P
S
に
よ
る
追
跡

　
サ
ル
の
群
れ
に
G
P
S
を
装
着
し
、行
動
を
追
跡

し
て
い
ま
す
。現
在
、3
群
に
装
着
し
て
い
ま
す
が
、

推
定
で
7
群
程
度
あ
る
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。

群
れ
の
行
動
は
、白
馬
村
公
式
L
I
N
E
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

（
２
）追
い
払
い

　
サ
ル
を
人
里
に
近
づ
け
な
い
た
め
に
は
、住
民
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
。村
で
は
、追
い
払
い
用
ロ
ケ
ッ

ト
花
火
や
爆
竹
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、最
近
、音

で
は
逃
げ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
め
パ
チ

ン
コ
等
に
よ
る
追
い
払
い
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

（
３
）捕
獲

　
ク
マ
と
同
様
、県
知
事
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。許
可
申
請
は
年
1
回
に
な
り
ま
す
。サ
ル
対
策

は
大
町
市
が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
6
月
18
日
に
市
職
員
を
講
師
に
招
き
、研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。以
前
は
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク
に
よ
る

追
い
払
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、費
用
や
犬
の
高
齢

化
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
期
間
等
の
課
題
が
あ
り
、近
年
は
、

数
名
の
専
任
職
員
を
配
置
し
、大
型
檻
に
よ
る
捕
獲

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。当
村
は
市
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
参
考
に
大
型
檻
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

設
置
場
所
の
選
定
等
で
地
権
者
や
地
区
の
協
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。捕
獲
に
は
、経
験
と
技
術
を
要

し
ま
す
が
、農
作
物
被
害
の
軽
減
、平
穏
な
生
活
の

た
め
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
街
地
緊
急
銃
猟
制
度（
令
和
7
年
9
月
1
日
施
行
）

１
．概
要

　
近
年
、全
国
的
に
ク
マ
等
に
よ
る
人
の
生
活
圏
へ
の
出
没
が

続
い
て
お
り
、人
身
被
害
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、「
鳥
獣
の
保

護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」が
改
正

さ
れ
、市
街
地
緊
急
銃
猟
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。ク
マ
等
が

市
街
地
等
の
人
の
生
活
圏
に
侵
入
し
、人
身
被
害
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
、市
町
村
長
の
判
断
で
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で
、

銃
に
よ
る
捕
獲
が“
法
令
上
”可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
行
に
際
し
て
は
、緊
急
銃
猟
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
環
境
省
作
成
）

に
基
づ
く
厳
格
な
運
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２
．注
意
点

（
１
）�4
つ
の
条
件
全
て
を
満
た
し
た
場
合
に
緊
急
銃
猟
が
可
能
。

① 

人
の
日
常
生
活
圏
へ
の
侵
入

② 

人
へ
の
危
害
を
防
止
す
る
措
置
が
緊
急
に
必
要

③ 

銃
猟
以
外
の
方
法
で
は
困
難

④ �

銃
猟
に
よ
っ
て
人
の
生
命
身
体
に
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が

な
い

（
２
）実
施
者
の
要
件

　
過
去
3
年
以
内
に
、緊
急
銃
猟
に
使
用
す
る
銃
器
と
同
種
の

銃
器
を
使
用
し
て
、ク
マ
等
の
大
型
獣
の
捕
獲
を
行
っ
た
経
験

を
有
す
る
者
。

（
３
）備
品
の
確
保

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、盾
、ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
、プ
ロ
テ
ク
タ
ー
、

無
線
機
、市
町
村
名
の
ベ
ス
ト
、腕
章
が
必
要
。

 

３
．現
地
訓
練（
勉
強
会
）

　
9
月
30
日
に
関
係
者（
村
、県
、警
察
、猟
友
会
）に
よ
り
ク
マ

の
目
撃
現
場
に
お
い
て
、現
地
訓
練（
勉
強
会
）を
実
施
し
ま
し

た
。制
度
の
理
解
、住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
に
定
期
的
に
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766
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の
取
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野
生
鳥
獣
の
捕
獲
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お

り
ク
マ
も
対
象
で
す
。捕
獲
は
県
知
事
の
許
可
が
必

要
な
た
め
、出
没
状
況
に
よ
り
、都
度
、知
事
へ
申
請

し
て
い
ま
す
。

　
現
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り
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民
の
安
全
確
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の
た
め
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緊
急
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務
の
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を
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に
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捕
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が
行
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れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

（
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）�白
馬
村
ク
マ
ゾ
ー
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ン
グ
管
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実
施
計
画

　
ク
マ
と
人
の
緊
張
感
あ
る
共
存
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。計
画
開
始
日
は
令
和
7

年
6
月
20
日
で
す
。土
地
利
用
状
況
か
ら
4
つ
の
地

域
区
分
設
定
を
行
い
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
に
取
り
組
み
、

計
画
に
基
づ
き
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

13

2017年のノーベル医学生理学以降、「体内時計」という言葉の認知度が上がってきまし
た。「何をどれだけ食べるか」という従来の栄養学に、「いつ食べるか」という人間が持つ
体内時計（時間遺伝子）との関係が重要ということがわかってきています。
上手な食べ方の法則を学び、健康的な食生活をレベルアップさせてみませんか？

日時 12月21日（日）

         13時30分から15時（開場13時）
会場 サン・アルプス大町

（大町市文化会館 隣）
所在地 大町市大町1601番地2

北アルプス連携自立圏事業
北アルプス地域 健康づくり講演会

講師 蒲池 桂子 先生
女子栄養大学 栄養クリニック

申し込み不要
参加無料！

白馬村役場2階会議室
にサテライト会場を
設置します。

体が変わる 上手な食べ方の法則
～時間栄養学から学ぶ～

白馬村役場健康福祉課　電話：0261-85-0713

主催：北アルプス連携自立圏（大町市・池田町・松川村・白馬村・小谷村）

〈
新
し
い
職
員
が
入
り
ま
し
た
〉

　
10
月
20
日
か
ら
、
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
新

た
に
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。
経
験
豊
か
な

頼
り
に
な
る
助
っ
人
と
し
て
地
域
づ
く
り
に
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
地

域
づ
く
り
を
担
っ
て
く
れ
た
塩
澤
は
、
仕
事
へ
の

思
い
を
後
任
に
引
継
ぎ
10
月
末
を
も
っ
て
退
職
と

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
と
の
関
わ
り
が
宝

物
と
な
り
ま
し
た
。

新
職
員
の
自
己
紹
介

　
こ
の
度
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
就

任
し
ま
し
た
郷
田
廣
子
（
ご
う
だ
ひ
ろ
こ
）
と
申

し
ま
す
。
皆
が
健
康
で
や
り
た
い
事
が
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
を
目
標
に
、
皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
話
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
音
楽
と
ギ
タ
ー
。

夫
と
愛
犬
と
愛
猫
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

新
規
職
員
紹
介

白馬村包括支援センター　電話：0261-72-6667
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「
み
ん
な
の
学
校
」映
画
上
映
会
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ

健
康
づ
く
り
だ
よ
り

～
豆
知
識
　
手
術
に
か
か
る
お
金
～

未
使
用
の
大
腸
が
ん
検

査
容
器
を
回
収
し
ま
す

血
圧
が
高
い
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
と
、
心
臓
や
脳
な
ど
の
大
き
な
手

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

令
和
７
年
度
の
各
種
健
診
・
が

ん
検
診
の
日
程
は
、
す
べ
て
終
了

し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
の
大
腸

が
ん
検
診
を
受
診
せ
ず
、
未
使
用

の
容
器
が
お
手
元
に
あ
る
方
は
、

ご
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
査
容
器
に
は
使
用

期
限
が
あ
り
、
年
度
を
ま
た
い
で

の
ご
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
令
和

８
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診
を
お
申

込
み
い
た
だ
く
場
合
は
、
新
し
い

容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
。

【 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

】

検
体
の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。
令

和
7
年
度
の
大
腸
が
ん
検
診
日
程

は
終
了
し
て
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
も

未
使
用
の
容
器
の
回
収
で
す
。
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

手
術
で
莫
大
な
お
金
が
か
か
る
ほ
か
、

も
し
障
が
い
が
残
る
と
生
活
に
支
障
が

出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
血
圧
が
少
し

高
く
な
っ
て
き
た
時
点
で
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
と
薬
を
飲
み
始
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
の
病
気
の
発
症
や
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
北
障
害
保
健
福
祉
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
映
画
上
映
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
、
託
児
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト

　
電
話
　
0
2
6
1
‐
２
６
‐
3
8
5
5
　

■
申
し
込
み

　
電
話
　
0
2
6
1
‐
２
６
‐
3
8
5
5

　
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
に
て

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

   お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

・
回
収
場
所
：

　
健
康
福
祉
課
（
２
番
窓
口
）

・
回
収
日
時
：

　
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

・
回
収
期
限
：

　
12
月
26
日
（
金
曜
日
）
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こ
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

　
白
馬
村
で
は
、
冬
季
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
安
心
し
て
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ま

ん
延
防
止
と
子
育
て
世
帯
の
支
援

を
目
的
と
し
て
、
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
す
で
に
通
知
と
予
診
票
を

送
付
し
て
お
り
ま
す
。
流
行
シ
ー

ズ
ン
前
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

Q 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
費
用
助

成
が
な
ぜ
子
育
て
支
援
に
な
る

の
？

A 

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
だ
け
で
な
く
、

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
理
由
が
あ

り
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
保
護
者
の

方
は
看
病
の
た
め
に
仕
事
を
休
ま

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
冬
の
忙
し
い

時
期
に
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
ご
家
庭
の
負
担
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
白
馬
村

は
、
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
て
、

広
い
年
代
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に

費
用
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

   お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）電話：0261-85-8101

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
期
限

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

11月納期の
村税及び料金

納期限 口座
振替日

納付方法・納付場所
現金払い

（金融機関及び役場会計室）
現金払い

（コンビニエンスストア） 口座振替
クレジット
カード決済※

スマートフォン
決済アプリ

国民健康保険税第6期分 12月1日
（月曜日） 11月25日

（火曜日） ○
○

○
○ ○

後期高齢者医療保険料第４期分 ― ― ―
上下水道料11月請求分 11月25日

（火曜日） ○ ― ○

対 象 者：　白馬村に住所を有する平成22年4月2日から令和6年9月30日生まれのお子様
接種期間：　令和7年10月1日から令和8年1月31日
接種場所：　必ず事前に予約のうえ、白馬村・小谷村の医療機関で接種

接種回数：　小学生以下２回（２週間以上の間隔をあける）、中学生１回
接種費用：　１人１回につき自己負担は1,000円です。
　　　　　　　※医療機関窓口で1,000円をお支払いください。
　　　　　　　※２回接種の場合は、自己負担合計2,000円となります。
持 ち 物：　①予診票（記入し持参する）
　　　　　　　※ 予診票を忘れた場合は接種できません。紛失した場合は再発行の手続きが必要になる

ため、子育て支援課までお越しください。
　　　　　　②住所・氏名・生年月日等を確認できるもの（マイナ保険証等）
　　　　　　③母子健康手帳
　　　　　　④保護者委任状（保護者が同伴できず親族等が同伴する場合のみ）
　　　　　　　※住所・年齢等の確認のため、必ず保険証等を提示してください。

医療機関名 電話番号
横沢医院 0261-72-2008
栗田医院 0261-72-2428
しんたにクリニック 0261-75-4177
神城醫院 0261-75-7050
北アルプス医療センター白馬診療所 0261-75-4123
白馬インターナショナルクリニック 0261-85-2264
小谷村診療所 0261-82-2044
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大会名 白馬村シニアクラブゲートボール大会
開催日 8月20日　（　水曜日　）

開催場所 白馬村いこいの杜　ゲートボール場
参加人数（チーム数） 52人　（　8チーム　）

結　果
優　勝 飯田寿会　Aチーム
準優勝 飯森　かたくりチーム
3　位 白老会チーム

大会コメント
野外の芝コート 2 面を使用してリーグ戦で行われ各試合とも接戦
が繰り広げられました。平均年齢 80 歳に近いシニア世代の皆さん
が今なおスポーツを楽しむことができるゲートボールは最適な種目
であると感じました。

大会名 JA年金友の会大北ゲートボール大会
開催日 9月3日　（　水曜日　）

開催場所 大町市運動公園　第二室内競技場
参加人数（チーム数） 46　人　（　8チーム　）

結　果 健闘しましたが上位入賞はありませんでした。
大会コメント

白馬村からは、神城チームと白馬チームの 2 チームが参加しました。
野外は猛暑でしたが室内競技場で試合が行われたため快適で楽しい
大会でした。

大会名 第10回白馬村連盟支部対抗マレットゴルフ選手権大会
開催日 9月26日　（　金曜日　）

開催場所 白馬村グリーンスポーツの森　マレットゴルフ場
参加人数（チーム数） 64人　（　11チーム　）

結　果
優　勝 深空支部
準優勝 飯田支部
3　位 飯森支部

大会コメント
支部対抗ということで各支部の強豪選手・発展途上選手が大勢参加
しました。優勝をめざして熱き戦いとなりましたが、大会の雰囲気
は交流が一番という選手の皆さんのお陰で笑顔いっぱいの素晴らし
い大会となりました。

大会名 第29回　白馬村テニス大会
開催日 10月2日　（　木曜日　）

開催場所 白馬村グリーンスポーツの森　テニスコート
参加人数（チーム数） 23人　（　4チーム　）

結　果

優　勝 加藤真由美 岡田奈穂美  神吉香澄
金井明伸 中島久美子

準優勝 山本朋美 バウチャー 福岡千賀 田中宏尚
吉野由香 百瀬明日香

3　位 尾川万里 千国貴恵 亀井秀則 藤森淳子 
太田史子 キクストラ史子

大会コメント
前日までの雨が嘘のように晴れ、23 名が集いテニス大会を開催し
ました。1 人 6 試合から多い人で 8 試合というハードな組合せで
したが、多くの人と交流ができ楽しい大会となりました。

大会名 第24回大北スポーツ競技会
開催日 10月5日　（　日曜日　）

開催場所 大町市運動公園　池田町アルプス広場マレットゴルフ
場　大町市B&G体育館

参加人数（チーム数） 74人　（　8チーム　）

結　果

ソフトバレーボール 2位 中村真也 太田充彦 松下太
一 小池冬乃 永吉雪絵

卓球（一般男子） 2位 川井　透
マレットゴルフ（団体）3位 白馬村

ソフトボール 3位 瑞穂トンネルズ

剣道（小学生団体戦）3位 落合理公　横澤奏志　ハン
フリー湊音

剣道（中学生団体戦）3位 ハンフリー真　西澤龍盾
大会コメント

白馬村からは、ソフトバレーボール 2 チーム、卓球 1 名、マレッ
トゴルフ 17 名、ゲートボール 2 チーム、ソフトボール 1 チーム、
剣道 3 チームが参加しました。

大会名 第30回北安曇郡町村対抗ゴルフ大会
開催日 10月8日　（　水曜日　）

開催場所 あづみ野カントリークラブ
参加人数（チーム数） 42人　（4町村）

結　果
団体優勝 白馬村 個人優勝 水野 仁志（白馬村）
団体準優勝 松川村 個人準優勝 水井　功 （白馬村）
団体3位 小谷村 個人3位 柏原 弘信（白馬村）

大会コメント
30 回目となる北安曇郡町村対抗ゴルフ大会が、青空の下、行われ
ました。白馬村は、団体で優勝、個人の部でも優勝から 3 位まで
独占という結果で、日頃の成果が十分に発揮されたものと思います。

大会名 第24回白馬村振興公社杯マレットゴルフ大会
開催日 10月8日　（　水曜日　）

開催場所 白馬グリーンスポーツの森マレットゴルフ場
参加人数（チーム数） 48人

結　果
優勝 （男子）瀧澤　元　　　（女子）小林　常代

準優勝（男子）太田　勝己　　（女子）毛利　暁子
3位 （男子）山﨑　巖　　　（女子）徳武　早苗

大会コメント
天気は快晴、最高のマレット日和でした。経験豊富な方・経験不足
な方、それぞれマレットゴルフを思いきり満喫されました。また表
彰式では振興公社から賞品が多数用意され、盛り上がった楽しい大
会となりました。

お問合せ　白馬村スポーツ協会　電話：0261-72-8770

白馬村スポーツ協会大会結果報告

第30回北安曇郡町村対抗ゴルフ大会第29回白馬村テニス大会

 第24回大北スポーツ競技会 ソフトバレーボール第24回大北スポーツ競技会ゲートボール

第24回大北スポーツ競技会 マレットゴルフ第24回大北スポーツ競技会 ソフトボール

第24回大北スポーツ競技会 卓球
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金井明伸 中島久美子

準優勝 山本朋美 バウチャー 福岡千賀 田中宏尚
吉野由香 百瀬明日香

3　位 尾川万里 千国貴恵 亀井秀則 藤森淳子 
太田史子 キクストラ史子

大会コメント
前日までの雨が嘘のように晴れ、23 名が集いテニス大会を開催し
ました。1 人 6 試合から多い人で 8 試合というハードな組合せで
したが、多くの人と交流ができ楽しい大会となりました。

大会名 第24回大北スポーツ競技会
開催日 10月5日　（　日曜日　）

開催場所 大町市運動公園　池田町アルプス広場マレットゴルフ
場　大町市B&G体育館

参加人数（チーム数） 74人　（　8チーム　）

結　果

ソフトバレーボール 2位 中村真也 太田充彦 松下太
一 小池冬乃 永吉雪絵

卓球（一般男子） 2位 川井　透
マレットゴルフ（団体）3位 白馬村

ソフトボール 3位 瑞穂トンネルズ

剣道（小学生団体戦）3位 落合理公　横澤奏志　ハン
フリー湊音

剣道（中学生団体戦）3位 ハンフリー真　西澤龍盾
大会コメント

白馬村からは、ソフトバレーボール 2 チーム、卓球 1 名、マレッ
トゴルフ 17 名、ゲートボール 2 チーム、ソフトボール 1 チーム、
剣道 3 チームが参加しました。

大会名 第30回北安曇郡町村対抗ゴルフ大会
開催日 10月8日　（　水曜日　）

開催場所 あづみ野カントリークラブ
参加人数（チーム数） 42人　（4町村）

結　果
団体優勝 白馬村 個人優勝 水野 仁志（白馬村）
団体準優勝 松川村 個人準優勝 水井　功 （白馬村）
団体3位 小谷村 個人3位 柏原 弘信（白馬村）

大会コメント
30 回目となる北安曇郡町村対抗ゴルフ大会が、青空の下、行われ
ました。白馬村は、団体で優勝、個人の部でも優勝から 3 位まで
独占という結果で、日頃の成果が十分に発揮されたものと思います。

大会名 第24回白馬村振興公社杯マレットゴルフ大会
開催日 10月8日　（　水曜日　）

開催場所 白馬グリーンスポーツの森マレットゴルフ場
参加人数（チーム数） 48人

結　果
優勝 （男子）瀧澤　元　　　（女子）小林　常代

準優勝（男子）太田　勝己　　（女子）毛利　暁子
3位 （男子）山﨑　巖　　　（女子）徳武　早苗

大会コメント
天気は快晴、最高のマレット日和でした。経験豊富な方・経験不足
な方、それぞれマレットゴルフを思いきり満喫されました。また表
彰式では振興公社から賞品が多数用意され、盛り上がった楽しい大
会となりました。

お問合せ　白馬村スポーツ協会　電話：0261-72-8770

白馬村スポーツ協会大会結果報告

第30回北安曇郡町村対抗ゴルフ大会第29回白馬村テニス大会

 第24回大北スポーツ競技会 ソフトバレーボール第24回大北スポーツ競技会ゲートボール

第24回大北スポーツ競技会 マレットゴルフ第24回大北スポーツ競技会 ソフトボール

第24回大北スポーツ競技会 卓球
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分
別
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
は
ガ
ラ
ス
び
ん

　
ガ
ラ
ス
び
ん
は
、持
続
可
能
な
社
会
に
求
め
ら
れ

る
エ
コ
の
優
等
生
容
器
で
す
。き
ち
ん
と
、分
別
し

て
資
源
を
有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
び
ん
の
出
し
方

①
キ
ャ
ッ
プ
や
ア
ル
ミ
の
カ
バ
ー

な
ど
異
物
を
外
す
。

※
ラ
ベ
ル
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。

②
び
ん
の
中
を
洗
う
。

※
水
気
を
切
る
こ
と
。

③
無
色（
透
明
）・
茶
色
・
そ
の
他
の
３
種
類
に
色
分

け
す
る
。

④
排
出
す
る
。

　
○
地
区
集
積
場

　
透
明
な
袋
へ
入
れ
て
毎
週
木
曜
日

の
資
源
物
の
日
に
出
す
。

　
○
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
開
設
日（
平
日
及
び
特
別
受
入
日
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
回
収
か
ご
に
入

れ
る
。

分
別
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・異
物
を
混
ぜ
な
い
こ
と

　
新
し
く
作
ら
れ
る
ガ
ラ
ス
び
ん
の
強
度
や
品
質
に
影
響
が
出
る
た

め
異
物
は
絶
対
に
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
茶
碗
等
の
陶
磁
器

・
果
物
や
た
ば
こ
等
異
物
の
入
っ
た
ガ
ラ
ス
び
ん

・
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
等
の
ガ
ラ
ス

　
割
れ
て
い
る
び
ん
、乳
白
色
の
び
ん
、油
等
で
汚
れ
の
落
ち
な
い
び

ん
は
、ガ
ラ
ス
陶
磁
器
く
ず
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
さ
れ
る
方
が
多
く
な
る
時
期
で
す

収
集
日
や
出
し
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
収
集
日

　
地
区
集
積
場
は
曜
日
に
よ
っ
て
排
出
で
き
る
資
源
物
・
ご
み
が
異
な

り
ま
す
。ご
み
資
源
物
回
収
カ
レ
ン
ダ
ー
や「
ご
み
資
源
分
別
ア
プ
リ

さ
ん
あ
～
る
」な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
時
間

　
収
集
日
前
日
の
午
後
6
時
か
ら
当
日
の
午
前
8
時
ま
で

※
衛
生
管
理
の
都
合
上
、時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・ 

燃
え
る
ご
み
、燃
え
る
ご
み（
事
業
系
）、金
属

類
は
指
定
ご
み
袋
へ
地
区
名
、氏
名
を
記
入

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

燃
え
る
ご
み（
事
業
系
）は
地
区
集
積
場
へ
は

出
せ
ま
せ
ん
の
で
、白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、ア
ル
ミ
缶
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
等
の
資
源
物
は
透
明
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

分
別
等
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、

地
区
集
積
場
か
ら
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
。特
に

び
ん
や
資
源
の
分
別
が
悪
い
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

※ 

び
ん
の
中
に
入
っ
て
い
る
物
は
必
ず
取
り

除
い
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

地
区
集
積
場
は
全
て
の
ご
み
が
出
せ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。出
せ
な
い
も
の
を
置
い

て
い
く
行
為
は
不
法
投
棄
に
あ
た
り
、管
理

す
る
地
域
の
方
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。布
団
等
の
粗
大
ご
み
や
蛍

光
管
は
集
積
場
な
ど
へ
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ 

ミ
ラ
イ
へ
の
分
別（
vol. 

30
）

   お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

さんあ～る
ダウンロードはこちらから
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就労体験（1年） 9月30日、10月1日 

探究： 北アルプス学（１年生） フィールドワーク (各ゲレンデ回り) 10 月 3日 

 本校独自の設定科目、「北アルプス学（探究）」では、1年生が4、5人 1組になってHakuba Valley地域にある各ゲレンデ

（八方、五竜、栂池、岩岳、コルチナ、青木湖）をチームごとに訪れてフィールドワークの聞き込み、インタビューを行いました。

各ゲレンデは雪が降る冬のみでなく夏期の営業もしています。１０月３日のフィールドワークに備えて、各施設について下調べ

をし、当日に施設のスタッフや観光客に聞きたい質問を考えました。下調べではグリーンシーズン（夏シーズン）ならではの特

徴は？他には見られない白馬バレーの魅力は何か？の仮説をグループごとで考え、その答えを実際のフィールドワークで聞

き取り調査をする中で実証していきました。当日は、生徒は緊張しながらも初対面の観光客の方々に声をかけ、自己紹介を

し、積極的にインタビューを行いました。また各施設でグリーンシーズン（夏期）に実施しているアスレチックやマウンテンバイ

ク、カート、サウナ等も体験させていただきました。今後は、聞き取り調査の内容をまとめ、また生徒目線で各ゲレンデの PR

ツール（チラシ、動画）を作成し、11 月上旬には、この度お世話になった各ゲレンデ関係者の方を審査員にお迎えして校内発

表を行います。今回の経験で培った経験とノウハウを2年生以降に行う探究活動の土台にして活かしていきます。 

 地域の事業所にご協力いただき、今年も 1 年生が就労体験をさせていただきました。ホテル・宿泊施設、こども園、新聞

社、図書館、美容院、交番・警察署、老人ホーム、スポーツ用品店にお邪魔させていただきました。生徒たちは今後の進路を

見据え、将来どんな職業についてどんな人生を切り開いていきたいのか、どんな人を喜ばせてどんな人に囲まれて生きて

いきたいか等、今回の貴重な現場での体験を踏まえて「働くこと」について考える 2 日間になりました。就労体験後は、普

段の学校生活では経験できない大人の社会を垣間見て肌で感じたことをレポートにしてまとめました。自分の得意なこ

と、好きなことを今後も思う存分伸ばして社会に貢献できる力をこれからの高校生活で培っていけたらと思います。ご協

力いただきました地域の皆様、ありがとうございました。 
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 学校をスタートし、白馬八方尾根の黒菱駐車場を折り返し学校まで帰ってくる、自然豊かな絶景の約２３km のコースを全

生徒が完走・完歩しました。計6か所の給水スポットには、教員と補助員の生徒でスポーツドリンク、水や塩分チャージを手渡

しました。男子の 1 位は 1 時間４４分３１秒、女子の 1 位はフィンランドから交換留学で来た生徒で 1 時間 55 分でゴールし

ました。生徒それぞれのペースでゴールを目指し、中には歩いて 5 時間でゴールする生徒も。それぞれのベストタイムを目指

して懸命にゴールを目指す必死な姿がありました。お互いの足をストレッチする生徒、ゼッケンを外すのを助けるクラスメイ

ト、豚汁をお代わりする生徒、先輩後輩分け隔てなく和やかにお互いを労わりました。道中でサルに遭遇する生徒もいました

が、野生の逞しさに負けず完走しました。閉会式では教頭先生から「困難を経験する時、今日の苦しいことを挑戦して乗り越

えた経験が自信になって必ず人生にいきてくるし、心身共に一回り大きく成長できた」とメッセージをいただきました。 

 

  

  

  
 

  

 

 

強歩大会 （9月 26日） 

 

 

早朝午前６時に学校に集合し、バスで栂池高原へ出発。山岳ガイドの方に山道を案内していただきながら、1 年生（計 78

名）、1 人も欠けることなく目標の山を登り切り、一泊二日の登山を無事に終えました。白馬高校に来たからには！という一

大イベントを成し遂げた生徒は、学校に帰ってきて「山小屋でトランプした時間も楽しかった」「山小屋のカレーやご飯がおい

しかった」等、早朝の日の出などの写真を見せながらイキイキと話していました。体力に自信のない 1 年生は白馬乗鞍岳まで

のコースを選べました。1 年生を担当する教員と学校で無線をつないで逐一安全確保と近況報告をし、引率する教員は夏休

み期間に実際の山を登山して当日に備えました。初めての登山だった生徒も、登山部に所属している生徒も、引率の先生も

お疲れさまでした！ 

一年登山 （白馬岳コース、白馬乗鞍岳コース） 8 月 27日、28日 

地元地域の課題を生徒が見つけて課題を形にしていく「探究」の授業では、各グループが地元の方々のご協力をいただきな

がら始動しています。空き家の有効活用をテーマにしたグループはHakuba Share様が新設する民泊の1室のDIY作業

を一緒にさせていただいています。また別の班は EX アドベンチャー様にご協力いただき、夏休み期間にアウトドアを楽しみ

に白馬に観光でいらっしゃる家族連れと一緒に体験しながらヒアリングを行いました。高校の中庭を改造するグループは、ア

イディアのヒントをいただきに、白馬シェラリゾートの総支配人にホテルの中庭を案内いただきながらお話を伺いました。 

別のグループは、白馬の特産品である紫米から抽出した色素を用いて白馬ならではのスキーワックスの試作を目指して奮闘

しています。 尚、これら各グループの中間・結果発表は「白馬フォーラム」で 11月中旬に行う予定です。 

 
授業：2年探究 （空き家DIY、アスレチック、高校の中庭整備、紫米色スキーワックス作り） 
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9
月
の
ま
だ
暑
さ
が
残

る
中
、
晴
天
に
恵
ま
れ
日

本
で
海
か
ら
一
番
遠
い
土

地
「
佐
久
」
へ
歴
史
探
索

へ
出
か
け
ま
し
た
。
山
国

信
州
に
あ
り
、
善
光
寺
平

や
松
本
安
曇
の
よ
う
な
広

大
な
土
地
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
浅
間
山
と
八
ヶ
岳

に
挟
ま
れ
、
ま
た
中
山
道
・

善
光
寺
道
・
甲
州
道
が
縦

横
に
通
り
、
古
く
か
ら
交

通
の
要
塞
地
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
史
跡
が
多
く
、

今
回
は
真
楽
寺
、
新
海
三

社
神
社
、
龍
岡
城
跡
、
貞

祥
寺
な
ど
佐
久
に
あ
る
三

つ
の
三
重
塔
や
日
本
に
二

つ
だ
け
の
五
稜
郭
も
訪
ね

ま
し
た
。
高
速
道
で
通
り

過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
な
佐

久
で
す
が
、
点
在
す
る
寺

社
や
史
跡
に
歴
史
深
さ
を

感
じ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

歴史紀行「佐久」

10
月
25
日
（
土
曜
日
）
に
白
馬
村
役
場
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
第
41
回
白
馬
席
書
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
総
勢
34

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲

気
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
心
を
落
ち
着
か
せ
、
一

字
一
字
丁
寧
に
筆
を
走
ら
せ
自
分
を
表
現
し
て

い
ま
し
た
。

推
薦
各
賞
の
受
賞
者
は
以
下
の
皆
さ
ん
で
す
。

前堀　美空 白馬中３年 白 馬 村 長 賞
鳴海　輝龍 白馬中３年 白 馬 村 議 会 議 長 賞
田中　衣織 白馬中２年 白 馬 村 教 育 長 賞
田中　結人 白馬北小６年 白 馬 村 公 民 館 長 賞
田原　八千穂 白馬北小５年 大 糸 タ イ ム ス 社 賞
黒田　花菜 白馬北小４年 白 馬 村 書 道 同 好 会 長 賞
丸山　千紘 白馬北小３年 白 馬 村 社 会 教 育 委 員 長 賞
太田　芽依 白馬南小１年 白馬村子ども会育成会長賞

第41回白馬席書大会を開催しました

1
館報はくば　Vol.531

真楽寺三重塔
（県指定文化財）

貞祥寺三重塔 
（県指定文化財） 

新海三社神社三重塔
（国重要文化財）
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今
年
度
初
開
催
の
栄
養
に
関
す
る
講
座
で
す
。「
オ
ー
ソ

モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
栄
養
療
法
」
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
聞

き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
分
子
栄
養
医
学
（
分
子
整
合

医
学
・
分
子
矯
正
医
学
）
と
い
わ
れ
分
子
レ
ベ
ル
で
最
適

な
量
の
栄
養
素
を
摂
取
し
て
病
気
の
予
防
・
健
康
管
理
を

行
う
療
法
で
す
。
自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
、
病
気

に
な
る
前
に
で
き
る
こ
と
を
学
び
、
栄
養
を
意
図
的
に
使
っ

て
心
と
身
体
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
季
節
ご
と
の
食
材
を

と
る
大
切
さ
や
体
内
の
す
べ
て
の
代
謝
に
関
わ
る
「
酵
素
」

に
つ
い
て
、
食
品
添
加
物
や
体
の
電
気
信
号
な
ど
、
な
ん

と
な
く
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
全
く
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
講
師
の
北
澤
先
生
か
ら

は
わ
か
り
易
く
丁
寧
に
色
ん
な
情
報
を
交
え
て
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。
病
気
に
な
っ
て
か
ら
病
院
へ
い
く
の
で
は

な
く
、
今
、
あ
る
い
は
未
来
の
自
分
の
体
の
健
康
の
た
め

に
投
資
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

明
治
時
代
を
迎
え
た
日
本
各
地
に
「
地
方
名
望
家
」
と
呼

ば
れ
る
人
々
が
地
域
ご
と
に
現
わ
れ
ま
す
。
彼
ら
は
旧
家
出

身
者
な
ど
の
出
身
で
、
基
本
的
に
自
分
達
で
経
営
し
て
い
く

近
世
の
村
社
会
を
経
験
し
た
う
え
地
域
の
近
代
化
に
臨
ん
で

い
き
ま
し
た
。
近
代
イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
た
、
政
治
的
な
部
分

で
も
草
創
期
の
「
近
代
」
を
実
際
に
根
付
か
せ
運
用
し
て
い

く
う
え
で
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
白
馬
に
も
こ
の

地
方
名
望
家
が
い
ま
し
た
が
、
多
く
は
一
般
に
忘
れ
去
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
存
在
な
し
に
地
域
の
近
代
を
語
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
一
人
に
新
田
出
身
の
横
澤
本
衛
（
1
8
5
3
～

1
9
1
5
）
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
村
長
で
あ

る
「
庄
屋
」
職
を
務
め
た
家
系
で
、
代
々
酒
造
業
或
い
は
白

馬
の
特
産
の
麻
取
引
を
家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

本
衛
の
場
合
、
明
治
初
年
の
経
済
的
不
安
定
の
中
で
没
落

し
か
け
た
自
家
を
自
分
の
力
で
立
て
直
し
て
お
り
、
文
字
通

り
「
叩
き
上
げ
」
タ
イ
プ
の
名
望
家
で
し
た
。
北
城
郵
便
局

長
を
皮
切
り
に
、
当
時
は
「
北
安
曇
郡
」
が
行
政
区
分
と
し

て
存
在
し
て
い
た
の
で
北
安
曇
郡
会
議
員
を
務
め
、
郡
役
所

竣
工
式
で
は
祝
辞
を
読
み
上
げ
て
い
ま
す
。

県
会
議
員
在
職
中
に
は
県
内
の
道
路
整
備
が
経
済
振
興
の

要
で
あ
る
と
訴
え
か
け
精
力
的
に
活
動
し
、
大
町

警
察
署
の
北
城
警
察
分
署
の
誘
致
と
建
設
で
は
自

費
を
投
じ
て
竣
工
し
て
い
ま
す
。
銀
行
業
で
は
北

安
銀
行
等
複
数
の
銀
行
経
営
に
も
関
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

本
衛
の
経
歴
で
特
筆
さ
れ
る
の
が
安
曇
電
気
株

式
会
社
の
設
立
で
す
。
本
衛
が
設
立
発
起
人
と
な

り
北
安
の
名
望
家
を
説
得
し
て
設
立
に
漕
ぎ
つ
け
ま
す
。
在

任
３
年
間
の
経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
自
費
で
株
主
配
当

を
賄
い
、
没
落
と
引
き
換
え
に
近
代
の
灯
を
遺
し
ま
す
。
似

た
例
が
地
域
史
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
没
落
し
た
＝
失
敗
し
た

と
い
う
事
で
嘲
笑
す
る
見
方
が
あ
り
ま
す
。
研
究
の
世
界
で

は
そ
の
営
み
、
人
そ
れ
自
体
に
総
体
と
し
て
ど
う
評
価
で
き

る
か
時
代
性
と
共
に
検
証
し
ま
す
が
、
没
落
は
そ
の
評
価
の

点
数
付
け
に
入
り
ま
せ
ん
。
や
っ
た
事
に
ど
れ
だ
け
地
域
史

上
で
意
義
が
あ
っ
た
の
か
。
創
作
の
世
界
で
は
結
末
が
大
事

で
す
が
、
現
実
の
世
界
で
は
人
や
物
事
が
動
い
て
い
た
間
が

重
視
さ
れ
ま
す
。
本
衛
に
つ
い
て
こ
ん
な
お
話
し
が
あ
り
ま

す
。
本
衛
が
亡
く
な
り
、
安
曇
電
気
か
ら
生
前
の
功
績
に
鑑

み
供
養
灯
で
な
く
供
養
電
灯
が
供
養
の
た
め
献
じ
ら
れ
後
年

ま
で
墓
石
を
煌
々
と
照
ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
戦
後
い
つ

の
間
に
か
な
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
本
人
の
遺
徳
が

偲
べ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
本
衛

の
没
後
1
1
0
年
で
す
。
偉
い
人
が
い
ば
ら
な
い
の
と
同
じ

様
に
、
本
当
に
功
績
が
あ
る
人
と
い
う
の
は
煌
々
と
照
ら
さ

れ
る
よ
り
苔
む
し
て
忘
れ
ら
れ
る
位
が
ち
ょ
う
ど
い
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

はくば塾　「毎日の食事で健康管理」

シリーズ①　忘れられた名望家　（文：木曽寿紀）
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横澤本衛肖像写真

横澤本衛生家跡
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〇年末年始の休館のお知らせ

図書館だより
No.287

令和7年11月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時から18時

書　　名 著者名

それ犯罪かもしれない図鑑　ハンディ版 小島　洋祐/監修
パンどろぼうとスイーツおうじ 柴田　ケイコ/作
じいじ、じーっ ホッシーナッキー/作・絵
あなたになるまで　ひとつの細胞からの物語 高橋　しづこ/作・絵

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
どら蔵 朝井　まかて
探偵小石は恋しない 森　バジル
元外資系投資銀行トレーダーママが伝授 子どもを人生ゲームの勝者にする最強マネー教育 池澤　摩耶
50歳の棚卸し 住吉　美紀
シルバー川柳　笑いあり、しみじみあり みやぎシルバーネット/編
もっと知りたい小泉八雲　怪異へのノスタルジア 小泉八雲記念館/監修
すごい小規模宿の作り方 宗像　瞳/編著
まちづくりを仕事にする　事業と人を支え、伝え、つなげるしくみ 全国タウンマネージャー協会/編著

【一般・郷土】
〇新着案内

顔の真ん中にある「鼻」について、
とことん追求した本書。鼻の中はど
うなっているのか、アレルギーはど
うして起こるのか、動物の鼻の能力
についてなど、いろいろな疑問に答
えてくれます。たくさんの絵と写真
で、大人も子供も楽しめます。

『嗅ぐのが楽しくなる鼻のひみつ』
さいとう あずみ／文と絵
今泉 忠明監修（創元社）

『のこったのこった』
おおなり修司/文
中川学/絵（絵本館）

他の人だったら見過ごしてしまう些細なこ
とにも気づき、自他共に認める事件体質と
語る著者。日本の文化、お米、お印「雪」
のエピソードなど、皇族と研究者の目線で
興味深く語られた一方で、ぼんぼんの定義、
皿事件など、クスッと笑える日常を綴った
47のエッセイ集。きな粉がたっぷりかかっ
たわらび餅で、盛大にむせたお茶会での失
敗談なんて、親近感が湧きますね。著者の
人柄が伝わってくる一冊です。

内容紹介

『飼い犬に腹を噛まれる』
彬子女王/著　ほし よりこ/絵

（PHP研究所）

今
月
の

　お
す
す
め
本

東西の両横綱による大一番！はっけ
よーい、のこった のこった、おこっ
た、にこった、ねこった？お相撲さ
んの真剣勝負が、思わぬ事態に…。
リズムにのって読み進められ、お相
撲さんの表情が楽しい絵本です。

雑誌名 特　集

NHKきょうの料理2025年11月号 秋の軽やか煮物　
Tarzan（ターザン）2025年11月13日号 健康寿命は、歯が決める!

【雑誌】

『クッキー投票！』
マーガレット・マクナマラ＆ダニエル・バーンストロム /文
Ｇ.ブライアン・カラス/ 絵　椎名 かおる/ 訳
ティフィン先生のクラスでは、州議事
堂の見学を前に、法案をひとつ提出し
ようとさまざまなアイデアを出し合い
ます。「休み時間を1日3時間に！」「道
には、花を！」「メープルシロップ・クッ
キーを州の公式クッキーに！」アイデ
アをひとつに絞る投票の進め方や、法
律をつくる過程がやさしくわかる絵本。

飼い主と獣医師をつなぐ役割を果た
す愛玩動物看護師。そんな看護師た
ちの心温まる体験や、つらく厳しい
命の現場でのやり取りがつづられて
います。ペットと暮らす家庭が増え、
動物医療への関心が高まる昨今、愛
玩動物看護師は今注目の専門職で
す。動物の命について考えさせられ
る一冊です。

『動物の看護師さん奮闘記』
保田　明恵/著（大月書店）

タイトル
劇場版ダーウィンが来た!　恐竜超伝説 　（NHKエンタープライズ）
おしりたんてい15 ププッおりのなかのけいかく　（日本コロムビア）
おしりたんてい16 ププッおおぺらざのかいとう　（日本コロムビア）

【DVD】

　令和7年12月28日（日曜日）から令和8年1月3日（土曜日）まで、図書館は休館します。
　返却は、年末年始の休館明け以降に、カウンターまたは返却ポストへお願いします。
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■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
11月20日 木曜日 前期乳児健診 令和7年6月生
11月20日 木曜日 後期乳児健診 令和6年12月から令和7年1月15日生
11月25日 火曜日 理学療法(PT)相談 予約制
12月19日 金曜日 もぐもぐ相談 令和7年4月から6月生
12月22日 月曜日 理学療法(PT)相談 予約制

保健ガイド　1 1月から 1 2月

17日から翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月　日 曜　日 事業名 対象になるお子さん
11月21日 金曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
12月  9日 火曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
12月23日 火曜日 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　白馬村こども家庭センター（白馬村教育委員会　子育て支援課内）　電話：0261-85-8101

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

11月25日（火曜日）
10時から15時まで 白馬村保健福祉ふれあいセンター

２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713
12月23日（火曜日）

※電話でご予約ください（匿名可）。相談時間は1人30分程度です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

1月13日（火曜日） 13時から15時まで 白馬保健福祉ふれあいセンター
2階　ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月10日（水曜日） 13時から16時まで
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。

■ 子育て支援ルーム

【なかよし広場のお知らせ】
☆�白馬村保健福祉ふれあいセンター内 3階に移転し、なかよし広場を再スタートしました。ぜひ親子で遊びに来てください。
※月曜日から金曜日　午前 9時 30分から 12時　（土曜日、日曜日、祝日は、休館日です）
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※イベントの予約は子育て支援ルームに連絡をください。
※�行事日程や、急な休館等の情報は白馬村行政公式ホームページ、白馬村公式 LINE、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ�by�
母子モにも掲載します。

☆白馬村公式 LINE、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モの事前登録をお勧めします。
　お問合せ　白馬村子育て支援ルーム（子育て支援課）　電話：0261-72-3025　携帯番号：080-6930-1518

月　日 曜　日 事業名 対　象 時　間
12月  3日 水曜日 お昼会���※要予約 未就園児親子 11時から
12月12日 金曜日 おはなし会 未就園児親子 11時15分から
12月24日 水曜日 クリスマス会（このゆびとまれ）*要予約 未就園児親子 10時45分から
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人口：8,291 人　男：4,172 人　女 4,119 人　世帯：4,225 世帯
（令和 7年 11 月 1 日現在）
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編集後記
今月の広報の写真は、白馬村・小谷村で共同運営する地域通貨『アルプスPay』の運用開始にあわせ、２つの村
の境界にある『栂池パノラマ橋』で撮影した写真です。アルプスPayの導入の目的のひとつとして、地域内循環の
向上があります。『アルプスPay』がこの地域の皆様の架け橋となるよう想いをこめて撮影しました。ちょうど撮影し
た日は、白馬三山に雪が降ったあとの雲ひとつない秋晴れで、秋の風物詩である三段紅葉が楽しめる村民幸福度の高
い一日でした。� （広報編集担当：横川）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日 8 時 30 分～17 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数2,003人
（令和7年10月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

くじらまみれ
令和7年9月13日から15日までの間、太地町立く
じらの博物館で参加型創作・交流イベント「くじら
まみれ」が開催されました。
今年で4回目となる本イベントは、イルカやクジ
ラを題材にした作品を手掛ける「クジラ好きアー
ティスト」の方々を全国から招き、出展ブースにお
いて作品の展示・販売を行うもので、今年は過去最
高の21組が出展され、連日多くの来場客で賑わい
ました。

みかん農家の作業を体験
河津町の生活価値を体験する「みかん農家体験」
は10月５日見高入谷で開催されました。首都圏
から集まった14人の参加者はみかんの袋掛け作
業や、収穫作業に汗を流しました。日常生活で体
験することのない環境での作業に、参加者は作業
の意味や、みかん生産の苦労など生産者に熱心に
質問をしながら作業を進め、交流を深めました。

広告募集中�広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています�＊お問合せ�白馬村役場総務課
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